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令和３年度 学校評価及び各アンケート分析と考察 

沖縄県立鏡が丘特別支援学校  

学校評価委員会 

Ⅰ はじめに 

本校では学校評価の結果を分析・検討・周知し、年度内に学校運営改善に活用するため 9 月～10 月に

学校評価を実施している。その結果を受け、どのような取り組みをするべきかの提案を行った。 

今年度の学校評価における各アンケートの集計結果を分析・考察し、各部署で課題の共有を図り、必要

な項目について説明や改善策の検討を行った。また、教職員の設定記述（業務改善に関するアイディア、

要望等）や保護者からの意見については学校評価委員会で確認・検討し、回答をまとめた。 

今後は、職員会議（各学部）での課題解決へ向けた提案、学校評議員への報告、学校評議員による学校

評価と助言を加え授業参観で保護者や関係者に提示するとともに、３月下旬に学校ホームページで公開す

る予定である。 

 

Ⅱ アンケートの概要 

 １ 教職員自己評価及び保護者・事務現業・児童生徒のアンケートの概要 

 今年度は教職員・保護者・児童生徒のアンケートにおいて４つの大項目「学校経営、学習活動、健康安 

全、その他」に分けて実施した。また昨年度と同様に教職員用と保護者用で評価項目の順序や内容に統一 

感を持たせ、それぞれの視点での評価を比較検討できるようにした。事務現業部については評価項目を 

精選して調査を行った。さらに全てのアンケートに対し、昨今の新型コロナ感染症を踏まえた項目を設け 

調査を行っている。教職員の自由記述に関しては「業務改善に向けたアイディア」として設定して意見を 

集約した。 

  

２ アンケート集計について 

教職員 136名、事務現業部職員 34名（会計年度任用職員含む）に無記名のアンケートを依頼し、全員か

ら回答が得られた（回収率 100％）。小中高の保護者 135名においては無記名アンケートを配布して回答を

依頼し、78 名から回答が得られた（回収率 58％）。また小学部から高等部までのⅠ課程・Ⅱ課程 A の児童

生徒 31 名（長期欠席者除く）に教師・保護者が説明する形でアンケートを依頼し全員から回答（回収率

100％）が得られた。（表１）。 

※本校職員に対しては Office365 Formsを利用して集計した。保護者においてはお知らせとアンケート

の配布し、お知らせの中に Formsとリンクする QRコードを掲載した。また、マチコミメールを活用して

数回呼びかけを行い、例年より高い集計結果（昨年度は 33.6%）に繋げることができた 

 
表１ 今年度対象者と回収率 

 対 象 対象数(名） 回収数 回収率 

教職員 
校長 教頭 小中高 寄宿舎 
実習助手 

136 136 
100％ 
(100％) 

保護者 全保護者 135 
78 

小 41中 14高 23 
58％ 

（33.6％） 

事務現業 
養護教諭 事務現業職員 
会計年度任用職員 

34 34 
100％ 

（100％） 

児童生徒 Ⅰ課程・Ⅱ課程 A 31 
31 

小 7  中 7 高 17 
100％ 

（94.1％） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 
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Ⅲ アンケートの分析及び考察 

アンケート結果（パーセンテージ）より「◎よくあてはまる」と「◯ややあてはまる」を良好な評価（以

下、「良好な評価」とする）として、「△あまりあてはまらない」と「×全くあてはまらない」を検討の必

要な評価（以下、「検討が必要な評価」とする）で捉えている。 

以上をふまえ、アンケートの集計結果をもとに「教職員と保護者の考え方の比較」「事務現業職員の結

果」「児童生徒の結果」を分析・考察する。 

 

１ 教職員と保護者のアンケート分析及び考察 

  アンケート結果をもとに教職員と保護者の考え方を比較していく。教職員と保護者の評価を比較する

ことで、考え方の違いや認識のずれをあらいだし、学校運営の改善に繋げることができると考える。 

比較対象として「教職員と保護者の集計結果の総数の比較」、「大項目（学校経営、学習活動、健康安全）

の教職員と保護者の比較」「特筆すべき項目」の３点に焦点をあてた。これらの比較を行うことで学校の

改善点を明確にしていく。また、昨年度の結果も合わせて参照することで、学校の現状を把握しより良い

改善をめざす。 

 

（１）教職員と保護者の集計結果の総数の比較 

評価 教職員 保護者 

◎よくあてはまる 48.4%（56.3%） 良好な評価 

92.8%（94.4%） 

62.3%（63.2%） 良好な評価 

89.7%（86.3%） ○ややあてはまる 44.3%（38.1%） 27.4%（23.1%） 

△あまりあてはまらない  6.1%（ 4.2%） 検討が必要な評価 

6.3%（4.4%） 

 3.1%（ 3.4%） 検討が必要な評価 

3.1%（3.4%） ×全くあてはまらない  0.2%（ 0.2%）  0.0%（ 0.0%） 

？わからない  1.0%（ 1.2%）   7.2%（10.3%）  

  【（ ）内の数値は令和 2 年度結果 】 

  全体として教職員 92.8%、保護者 89.7%が「良好な評価」だった。令和 2 年度と比較すると「検討が必

要な評価」の割合が教職員において 2.1%増加していた。また、保護者の「？わからない」は昨年度より改

善しているが、7.2%あることに留意する必要がある。 

 

（２）大項目（「学校経営」「学習活動」「健康安全」）の教職員と保護者の比較 

大項目 
教職員 保護者 

良好な評価 わからない 良好な評価 わからない 

学校経営 92.2%（93.2%） 0.8%（0.8%） 92.4%（94.4%） 5.2%（3.4%） 

学習活動 92.4%（94.4%） 0.6%（2.6%） 91.3%（88.2%） 6.2%（8.3%） 

健康安全 95.3%（96.2%） 0.2%（0.8%） 87.4%（73.3%） 11.3%（26.4%） 

 【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  教職員、保護者とも概ね「良好な評価」であった。教職員の「良好な評価」においては、昨年度と比較

すると若干の減少が見られたが、同様の評価結果といえる。 

保護者の「良好な結果」において学習活動と健康安全の項目で改善が伺えた。特に健康安全の項目では

14%以上の増加があった。「わからない」と回答した保護者の評価が昨年度より大きく改善している点をふ

まえると、保護者に対する情報発信が一定の成果をあげたと考えられる。 

  なお、３つの大項目の内、「検討が必要な評価」が 10%を超えるものはなかった。 
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（３）特筆すべき項目について 

①昨年度と比較して「検討が必要な評価」の割合が減少している項目について（改善された項目） 

   ※概ね 5%以上減少している項目を抽出  

NO. 評 価 項 目 
検討が必要な評価 

教職員 保護者 

４ 
学習の様子や内容を懇談・学校便り・学級（学年）通信等

で適切に知らせている。 
4.2%（4.0%） 0.0%（14.4%） 

７ 
施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環

境を整備している。 
20.1%（26.4%） 9.3%（5.1%） 

１７ 
火災・地震避難訓練や不審者侵入対策及び交通安全への指

導・対策を十分に行っている。 
3.3%（8.4%） 1.0%（2.2%） 

 【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  評価項目４について、教職員において数値は横ばいだが保護者の数値では大幅な改善がみられた。コロナ禍

で授業参観などが開催できず、保護者に来校していただく機会が少ない状況だったが学校全体で情報発信に努

めた成果であると思われる。 

  評価項目７では教職員の評価で改善がみられた。校舎の老朽化もあり依然として高い数値ではあるが、事務

現業部を中心とした対応への理解が得られた結果といえるであろう。しかしながら保護者の評価では数値の上

昇がみられる。今後も継続して老朽化した学校施設の改修要望を県に粘り強く伝えていく必要がある。 

  評価項目１７では教職員、保護者ともに数値が改善された。安全係を中心により実践的な有事の対応につい

て、安全教育の持ち方を検討してきた成果であろう。今後も継続した取組を行っていきたい。 

 

 

 

②昨年度と比較して「検討が必要な評価」の割合が増加している項目について(対応を検討すべき項目) 

   ※概ね 5%以上増加している項目を抽出  

NO. 評 価 項 目 
検討が必要な評価 

教職員 保護者 

１２ 
将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供して

いる。 
15.3%（6.4%） 6.2%（7.3%） 

１５ 
新型コロナ感染症対応に関して、安全安心な対策が行われ

ている。 
11.3%（4.2%） 0.0%（2.1%） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  評価項目１２について、教職員の数値が大幅に上昇している。コロナ禍で就業体験や生活体験に制限がある

こと等、様々な要因があげられる。進路指導部と関係部署が更なる連携を図り、教職員への周知の方法や情報

提供の在り方を検討していく必要がある。 

  評価項目１５では、教職員の数値が上昇していた。昨年度と違い、今年度は新型コロナ感染症に絞った項目

内容でアンケートを行ったことも一因であると考えるが、日頃の業務における教職員の新型コロナ感染症に対

する不安感を把握することができた。基礎疾患のある児童生徒が多く在籍する本校における感染症対策につい

て、沖縄県の対応方針をふまえ教職員への感染症対策への理解を周知徹底していきたい。 
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③教職員または保護者のどちらかで「検討が必要な評価」の割合が 10%以上ある項目について 

NO. 評 価 項 目 
検討が必要な評価 

教職員 保護者 

６ 業務改善に向けた取組を全職員で協力して推進できている。 15.2%（ - %） - 

７ 
施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環

境を整備している。 
20.1%（26.4%） 9.3%（5.1%） 

１２ 
将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供して

いる。 
15.3%（6.4%） 6.2%（7.3%） 

１３ 

社会に開かれた教育課程（交流及び共同学習・地域人材の

活用等）の実現に向け、家庭や地域社会と連携・協働した

学習活動を展開している。 

19.2%（16.4%） 10.4%（13.3%） 

１５ 
新型コロナ感染症対応に関して、安全安心な対策が行われ

ている。 
11.3%（4.2%） 0.0%（2.1%） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  評価項目６は今年度より新設した評価項目である。昨今「働き方改革」や「業務改善」の動きが加速してお

り、本校においても管理職・教務部を中心に学校の業務改善に努めている。その中で今年度は「検討が必要な

評価」として 15.2%と高い数値が結果として表れた。教育の質を高めることを念頭に置き、会議の効率化を図

ることや ICT機器、学校掲示版の活用等を検討し実践していきたい。また、職員一人一人も「学校の運営に携

わっている」という理念をもち、業務改善に向けたアイディアを出し合える職場環境を構築する。 

  評価項目１３は改訂学習指導要領において「社会に開かれた教育課程の実現」が示されていることを受け、

昨年度より設定した項目である。昨年度同様に新型コロナ感染症の影響で取り組みが十分にできなかった

ことが一因として挙げられる。今後、感染症が治まれば学校行事も計画通り実施でき、地域との連携・協

力体制も広げていけるようになると考える。また、コロナ禍で急速に進展した取組であるオンラインでの

間接交流等、新しい取組のさらなる普及を図り、学校・家庭・地域社会の繋がりを深めていけるように取

り組む必要がある。 

  評価項目７、１２、１５においては、前ページで触れているのでここでは割愛する。 

 

④保護者の「？わからない」が多い項目について ※概ね 10%以上ある項目を抽出 

No. 評 価 項 目 
？ わからない 

保護者 

６ 
学校は施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職

場環境を整備している。 
13.4%（11.2%） 

１１ 
将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供してい

る。 
10.3%（7.4%） 

１２ 家庭や地域を連携・協力した学習活動が展開されている。 13.3%（25.4%） 

１５ 
給食（舎食）は子どもが食べやすく栄養を考えて提供されてい

る。 
12.2%（23.2%） 

１６ 
火災・地震避難訓練や不審者侵入対策及び交通安全への対応

を十分行っている。 
18.2%（25.3%） 

１７ 
登下校に関して、送迎時の駐車場誘導は安全に行われている。 

（スクールバスの運行は安全に行われている） 
14.4%（48.2%） 

                                 【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 
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  「わからない」の比率が高い項目について、コロナ禍の影響で保護者の方々が学校に来る機会が激減してい

ることが一因として挙げられる。その中で、評価項目１２から１７の数値においては高い改善がみられた。学

校便り等の情報発信に努めた一定の成果であると考えるが、依然として 10%以上の高い数値に変わりないこと

を受け止め、各部署で保護者に対して丁寧な周知・説明の在り方を検討していく必要がある。 

 

２ 事務現業部のアンケート分析及び考察 

今年度より事務現業部のアンケートは項目を整理し、教職員、保護者と同様に４つの大項目「学校経営、

事務分掌、健康安全、その他」に分けて実施した。また、評価項目が 20項目あったが、今年度は 11項目

に精選した。大項目「分掌事務」の内容以外を教職員と統一することで同じ目線で学校評価をとり、分析

及び考察を行うことで円滑な学校運営の推進・改善に繋げていく。 

（１）事務現業部の集計結果の割合 

評価 事務現業部 

◎よくあてはまる 35.4%（18.2%） 良好な評価 

88.7%（86.4%） ○ややあてはまる 53.3%（68.2%） 

△あまりあてはまらない 6.0%（ 9.2%） 検討が必要な評価 

6.0%（9.2%） ×全くあてはまらない 0.0%（ 0.0%） 

？わからない 5.3%（ 5.4%）  

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

「良好な結果」が今年度は 88.7%と昨年度よりもやや改善された。令和 2年度と比較すると評価項目を

整理したこともあり「検討が必要な評価」の割合が 3.2%減少していた。 

 

（２）大項目（「学校経営」「分掌事務」「健康安全」）の割合 

大項目 良好な評価 わからない 

学校経営 85.2%（ - ） 7.4%（ - ） 

分掌事務 87.4%（ - ） 5.1%（ - ） 

健康安全 96.3%（ - ） 2,2%（ - ） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

今年度より評価項目を整理したため、昨年度との比較はできないが、今年度においては概ね「良好な評

価」であった。教職員と比較すると「わからない」の数値も一定数あるので、今後は事務現業部でも学校

の取組の周知を図り、「チーム学校」として機能の強化をめざしたい。 

なお、３つの大項目の内、「検討が必要な評価」が 10%を超えるものはなかった。 

 

（３）「検討が必要な評価」の割合が 10%以上ある項目について 

NO. 評 価 項 目 検討が必要な項目 

３ 
ホームページやマチコミメール、公文等で家庭や地域に必

要な情報を適切に伝えている。 
15.2%（ - ） 

５ 
施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環

境を整備している。 
12.3%（ - ） 

６ 業務処理の正確性、計画性を図ることができている。 12.3%（ - ） 

７ 事務現業部全体で協働体制がとれている。 12.3%（ - ） 

                                 【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 
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評価項目３について、教職員の数値（8.2%）と比較すると高い数値になっていた。事務現業部は仕事内容が

職種によって異なるため、学校の取組を把握しづらい傾向が起因すると推察される。今後も継続して学校の取

組の情報共有を図り、改善していく必要がある。 

  評価項目５について、日頃から施設設備の修繕に関わっている事務現業部からも高い数値が伺えた。今後も

創立５６周年を迎え、老朽化している施設の改修を県に粘り強く要望していく。 

  評価項目６、７は事務現業部において新設した項目である。各部署で業務処理の見直しや協働体制の在り方

などを確認する場を設け、改善に繋げていきたい。 

 

 

３ 児童生徒のアンケート分析及び考察 

  児童生徒のアンケートは今年度より３つの大項目（「学校や先生に関すること」「授業に関すること」「健康・

安全に関すること」）に分け、内容を整理して調査を行った。また、改訂学習指導要領の内容を反映し評価項目

１５と１７を新設した。アンケート結果を分析及び考察し、日頃の学級経営や授業改善に活かしていく。 

 

（１）児童生徒の集計結果の割合 

評価 児童生徒 

◎よくあてはまる 66.4%（66.4%） 良好な評価 

87.6%（89.7%） ○ややあてはまる 21.2%（23.3%） 

△あまりあてはまらない 6.1%（ 2.1%） 検討が必要な評価 

8.3%（3.2%） ×全くあてはまらない 2.2%（ 1.1%） 

？わからない 5.1%（ 8.1%）  

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  全体として 87.6%が「良好な評価」であり、昨年度と比較しても同様の結果が得られた。しかし、「検討

が必要な評価」の割合が昨年度と比較して 5.1%増加していた。全体的な学校運営、学級経営、授業の在り

方などを検証する必要を感じる。 

  「わからない」と回答した児童生徒の数値は 3%減少していた。 

 

（２）大項目（「学校や先生に関すること」「授業に関すること」「健康安全に関すること」）の割合 

大項目 良好な評価 わからない 

学校や先生に関すること 88.2%（ - ） 5.4%（ - ） 

授業に関すること 83.4%（ - ） 5.3%（ - ） 

健康安全に関すること 92.2%（ - ） 4.4%（ - ） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  「学校や先生に関すること」「健康安全に関すること」については概ね「良好な評価」であった。日頃

の学校運営、児童生徒との接し方、健康安全教育においては充実しているものと考える。 

  「授業に関すること」では良好な結果が 83.4%あり概ね良い数値になっているが、「検討が必要な評価」

として 11.3%と 10%を超えた結果がでている。このことから「授業に関すること」の評価項目において課

題があると推察される。次の項目で検証を進めたい。 
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（３）「検討が必要な評価」の割合が 10%以上ある項目について 

NO. 評 価 項 目 検討が必要な項目 

３ 
(小)児童会活動が、盛んで楽しい。 

(中高)生徒会活動が、盛んで充実している。 
12.3%（3.4%） 

９ 担任の先生の他にも、気軽に相談や話のできる先生がいる。 12.3%（6.2%） 

１０ 授業で自分の考えをまとめたり、発表することがよくある。 16.1%（3.2%） 

１２ 
(小)授業では、実験や物づくりなど体験学習がたくさんある。 

(中高)授業では実験や物づくりなど体験学習が充実している。 
23.3%（6.3%） 

１３ 授業では、パソコンや iPadなどをよく使っている。 13.3%（6.4%） 

１５ 授業では、友だちと相談や話し合いを行う時間がある。 22.2%（ - ） 

１８ 
地域に出ての学習や他校と交流する機会があり、内容も充実し

ている。 
22.3%（12.4%） 

【（ ）内の数値は令和 2年度結果 】 

  評価項目３について、昨年度と比較して 8.9%の増があった。コロナ禍でこれまでのような児童会、生徒

会活動ができずにいることが最大の要因と考える。今後も活動に制限がかかることが予想されるが、児童

生徒会活動のねらいをふまえた上で、オンラインの活用や各行事の取り組み方等、内容の検討を行い充実

した児童生徒会活動を行えるように児童生徒と考えていく必要がある。 

  評価項目９について、昨年度よりも数値が倍増していた。現在進めている業務改善を行いながら児童生

徒とコミュニケーションがとれる時間を生み出すとともに、担任以外の教職員も児童生徒一人一人に対

する心配りを意識していく必要がある。 

  評価項目１０から１８はすべて大項目「授業に関すること」であり、前ページにおける（２）大項目の

割合からも指摘されている。これらの項目は改定学習指導要領を意識して設定したものであり、現在学校

で取り組んでいる実践もふまえて分析・考察していく。 

  評価項目１０、１５について、各学部の授業において児童生徒の思考力・表現力を高めるために様々な

取組が行われている。考えをまとめやすくするワークシートの作成や発問の工夫、発表の場面設定、友だ

ちとの話し合い活動等がそれにあたる。また、校内研修において各学部の授業を撮影し「授業観察日」を

設け、授業改善や授業の共有化を図り自己の研鑽に努めている。今後もこのような活動を継続し、授業の

質を高め児童生徒の学習意欲の向上に努めたい。 

  評価項目１２について、コロナ禍で校外学習等の体験学習ができていないことが一因として挙げられ

る。理科をはじめとする各教科においては実験や物づくり等、活発に行われているので、評価項目の内容

を検討していく必要がある。 

  評価項目１３について、高等部においては県からの補助もありほとんどの生徒が iPadを使用している。

国が主導する GIGA スクール構想の流れに沿い、今後更なる ICT の活用を図った授業を展開できるように

努める。 

  評価項目１８は、やはりコロナの影響が感じられる。ただし、学校においては新しい取組としてオンラ

インを使った間接交流が盛んに行われている。特に中学部においては伊是名中学校との間接交流、他の特

別支援学校とボッチャ交流を行っている。各学部、寄宿舎においてもオンライン交流は行われており、今

後の発展に期待したい。 

  児童生徒アンケート全体について、質問が抽象的でイメージしづらい内容もあると考えられる。次年度

は内容を具体化し、調査を行う必要がある。また今回の結果を受け、これらの項目が「検討が必要な評価」

として挙がったことを大いに反省し、学校全体で今後の授業改善に活かしていけるようにしていきたい。 
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Ⅳ 学校評議員の助言 

  第３回学校評議員会において、上記の結果を報告したところ、下記の通り助言があった。 

 

（１）大沼直樹評議員より 

全国の特別支援学校をみてきたが、初めて鏡が丘にきて授業の素晴らしさに驚いた。それから鏡が丘を

みてきたが、さらにバージョンアップしておりとても素晴らしいと思う。道徳については今回のグループ

研で取り組んできた内容に自信を持ち、全国にも発信してほしい。 

 

（２）城間園子評議員より 

鏡が丘は昨年度から続いているコロナ禍で、今できることは何なのかを考え、昨年度からの課題や反省 

などをふまえ学習活動や行事に取り組んでいる。各学部や寄宿舎、進路指導の報告からみることができた。

子どもが笑顔になっていることは、先生方の取組に対しての評価であるので自信を持っていただきたい。

コロナ禍で先生方も多忙化しているが、鏡が丘はチームとして取り組むことができている。今後もチーム

として取り組むことは必要であり、学校評価でも見えた。 

  小学部の取り組み紹介でもあった「地域に愛されている学校」というのは学校評価にもある「地域に開 

かれた教育課程」にも繋がるので、もっと先生方にはそこを意識して自信を持ってほしい。 

  進路について、事業所が少ないとあった。子どもたちと福祉施設だけでなく、福祉行政機関にも鏡が丘 

の取組など声を届けていくことも必要ではないか。 

  子どもたちが自己評価できるような授業実践の工夫に取り組むことで、学校評価の「授業に関するこ 

と」の項目についても改善が図れると思う。相互評価も含めて工夫が必要である。 

  道徳については非常に先進的な取組をしていただいている。今後は全国にも発信できるように大学も 

協力できるところがあれば協力する。 

 

（３）根路銘安也評議員より 

  先生方、多忙の中たくさんの資料を作成していただいてありがとうございます。コロナ禍でいろいろ工 

夫されて、オンラインなどに取り組んでいると思うが、この取組を是非継続してほしい。 

   

（４）上江洲優希評議員より（本校 PTA会長） 

  いろいろな情報提供があってよかった。小学部の地域との繋がりについても話を聞くことができた。 

キャリア教育について、他の特別支援学校の情報も共有することができればと思う。コロナ禍で通常の 

教育活動ができない中ではあるが、できる範囲内の取組を進めてほしい。 

  授業参観ができない状況なので、日常の学習の様子などをオンデマンドなどで見ることができるよう 

にしてほしい。特に道徳については取組を保護者が知ることで家庭でも「あいさつ」について等、教える 

ことができる。 

 

（５）金城歩美評議員より（本校卒業生） 

二学期同様、それぞれの部署の工夫があり、充実した学校生活になっていると思う。ボッチャ甲子園 

 のオンラインで課題も難しかったと思うが、結果をだして３月に全国大会で実際に全国の学校と試合を

するので頑張ってほしい。進路の方では、沖縄国際大学に後輩が行くので嬉しく思う。卒業後のイメージ

については寄宿舎のトライルームが一人暮らしのイメージになる。卒業後の生活をイメージするのにと

ても良い。寄宿舎と学部が連携し、児童生徒に良い刺激を与えてほしい。 



◎ ○ △ × ？

1
本校の教育目標を意識し、児童生徒一人一人の「自立と社会参加」に向
けた教育活動を行っている。 39% 56% 4% 0% 1%

2 全教職員が協力し合って、教育活動を推進している。 53% 44% 3% 0% 0%

3
ホームページやマチコミメール、公文等で家庭や地域に必要な情報を適
切に伝えている。 48% 43% 7% 1% 1%

4
学習の様子や内容を懇談･学校便り･学級(学年)通信等で適切に知らせて
いる。 59% 38% 3% 1% 0%

5
保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対応
を行っている。 65% 34% 1% 0% 0%

6 業務改善に向けた取組を全職員で協力して推進できている。 33% 51% 14% 1% 1%

7
施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環境を整備して
いる。 24% 54% 19% 1% 1%

8
教職員は個別の教育支援計画や個別の指導計画(舎職員は「個別の生活
指導計画」)を、児童生徒の実態を適切に把握し作成している。 43% 55% 1% 0% 1%

9 児童生徒一人一人に、丁寧に適切な指導及び支援を行っている。 57% 42% 1% 0% 0%

10
「通知表」(舎職員は「個別の生活指導計画等」)は、児童生徒の学習の
様子を適切に評価できるように工夫されている。 37% 57% 5% 0% 1%

11
児童生徒が進んで学習活動に取り組めるように、教材や授業の進め方を
工夫している。 51% 48% 1% 1% 0%

12 将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供をしている。 29% 55% 14% 1% 1%

13
社会に開かれた教育課程(交流及び共同学習･地域人材の活用等)の実現
に向け、家庭や地域と連携・協働した学習活動を展開している。 18% 58% 18% 1% 5%

14 健康な生活を送るため、保健指導や健康教育に取り組んでいる。 55% 40% 5% 0% 0%

15 新型コロナ感染症対応に関して、安全安心な対策が行われている。 49% 40% 11% 0% 0%

16 給食(舎食)は、児童生徒が食べやすい食形態等で提供されている。 77% 21% 1% 0% 1%

17
火災･地震避難訓練や不審者侵入対策及び交通安全への指導･対策を十分
行っている。 54% 43% 3% 0% 0%

18
徴収金等に関して会計マニュアルに沿った、明朗な会計処理を行ってい
る。 73% 24% 1% 0% 3%

19 必要に応じた校内研修が計画的に取り組まれている。 45% 49% 5% 0% 1%

20
全職員が協働し、法令遵守の徹底(個人情報の保護等含む)に全力で取り
組んでいる。 60% 35% 4% 0% 1%

総計 48% 44% 6% 0% 1%

〈令和３年学校評価 各学部・寄宿舎・管理職用〉

◎：よくあてはまる　○：ややあてはまる　△：あまりあてはまらない　×：全くあてはまらない　？：わからない

計：136名／136名（回収率100%）　一人あたり＝0.74%

№ 評　　価　　項　　目
評価欄

学
校
経
営

学
習
活
動

健
康
安
全

そ
の
他
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◎ ○ △ ×  ？

1
学校は、児童生徒一人一人の「自立と社会参加」に向けた教育活動を行って
いる。 58% 35% 1% 0% 6%

2 学校の全教職員が協力し合って、教育活動を推進している。 67% 24% 1% 0% 8%

3
学校はホームページやマチコミメール、公文等で家庭や地域に必要な情報を
適切に伝えている。 58% 37% 5% 0% 0%

4
学校は学習の様子や内容を懇談･学校便り･学級(学年)通信等で適切に知らせ
ている。 73% 27% 0% 0% 0%

5
学校は保護者が子どもの様子について連絡・相談したことについて適切に対
応を行っている。 71% 27% 3% 0% 0%

6
学校は施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環境を整備し
ている。 41% 37% 9% 0% 13%

7 「個別の教育支援計画」は、子どもの様子を適切に把握し作成されている。 71% 27% 0% 0% 3%

8
職員の雰囲気がよく、子ども一人ひとりに応じて、丁寧に適切に指導・支援
している。 76% 19% 3% 0% 3%

9 通知表は、子どもの学習の様子を適切に評価できるように工夫されている。 74% 23% 3% 0% 0%

10
児童生徒が、進んで学習活動に取り組めるように、教材や授業の進め方が工
夫されている。 68% 27% 0% 0% 5%

11 将来の進路や職業などについて参考となる情報を提供をしている。 41% 42% 5% 1% 10%

12 家庭や地域と連携・協力した学習活動が展開されている。 46% 31% 10% 0% 13%

13 健康な生活を送るため、保健指導や健康教育が行われている。 60% 32% 3% 0% 5%

14 新型コロナ感染症対応に関して、安全安心な対策が行われている。 64% 29% 0% 0% 6%

15 給食(舎食)は、子どもが食べやすく栄養を考えて提供されている。 71% 17% 1% 0% 12%

16
火災・地震避難訓練や不審者侵入対策及び交通安全への対応を十分行ってい
る。 51% 29% 1% 0% 18%

17
登下校に関して、送迎時の駐車場誘導は安全に行われている。
（スクールバスの運行は安全に行われている。） 60% 22% 4% 0% 14%

そ
の
他

18 学校の徴収金等は、明朗な会計処理が行われている。 71% 21% 0% 0% 9%

総計 62% 28% 3% 0% 7%

〈令和３年　学校評価　保護者用　〉

学
校
経
営

学
習
活
動

健
康
安
全

◎：よくあてはまる　○：ややあてはまる　△：あまりあてはまらない　×：全くあてはまらない　？：わからない

計：78名／135名（回収率58%）小学部：41名　中学部：14名　高等部：23名　一人あたり＝1.3%

№ 評　　価　　項　　目
評価欄
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◎ ○ △ ×  ？

1
本校の教育目標を意識し、児童生徒一人一人の「自立と社会参加」に向
けた教育活動を行っている。 29% 59% 6% 0% 6%

2 全教職員が協力し合って、教育活動を推進している。 41% 50% 3% 0% 6%

3
ホームページやマチコミメール、公文等で家庭や地域に必要な情報を適
切に伝えている。 29% 44% 12% 0% 15%

4 業務改善に向けた取組を全職員で協力して推進できている。 38% 50% 9% 0% 3%

5
施設設備の修繕や改善に迅速に対応し、学習環境や職場環境を整備して
いる。 32% 53% 12% 0% 3%

6 業務処理の正確性、計画性を図ることができている。 32% 53% 12% 0% 3%

7 事務現業部全体で協働体制がとれている。 41% 47% 9% 3% 0%

8 来客、電話対応は適切に行うことができている。 38% 50% 0% 0% 12%

9 新型コロナ感染症対応に関して、安全安心な対策が行われている。 38% 62% 0% 0% 0%

10
火災･地震避難訓練や不審者侵入対策及び交通安全への指導･対策を十分
行っている。 26% 65% 6% 0% 3%

そ
の
他

11
全職員が協働し、法令遵守の徹底(個人情報保護等を含む)に全力で取り
組んでいる。 44% 50% 0% 0% 6%

総計 35% 53% 6% 0% 5%

学
校
経
営

分
掌
事
務

健
康
安
全

〈令和３年学校評価 事務現業部用〉

◎：よくあてはまる　○：ややあてはまる　△：あまりあてはまらない　×：全くあてはまらない　？：わからない

計：34名／34名（回収率100%）　一人あたり＝2.9%

№ 評　　価　　項　　目
評価欄
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NO アンケート項目（こうもく） ◎ ○ △ × ？

1 学校に行くのが楽しい。 74% 16% 6% 0% 3%

4 学校はていねいにそうじされており、きれいである。 81% 13% 3% 0% 3%

5 先生や友だちは元気で明るい。 84% 16% 0% 0% 0%

6 先生のことばづかいはていねいである。 74% 19% 3% 0% 3%

7 学校では、いじめや ぼう力が ない。 71% 19% 3% 0% 6%

8 先生は、よくほめてくれる。 71% 19% 3% 0% 6%

9 担任の先生の他にも、気軽に相談や話のできる先生がいる。 71% 10% 6% 6% 6%

10 授業で自分の考えをまとめたり、発表することがよくある。 52% 29% 13% 3% 3%

11 先生は、授業でわからないことをていねいに教えてくれる。 65% 29% 0% 0% 6%

13 授業では、パソコンやiPadなどをよく使っている。 65% 19% 13% 0% 3%

14 先生は、教え方をいろいろ くふうしている。 74% 13% 3% 0% 10%

15 授業では、友だちと相談や話し合いをおこなう時間がある。 48% 23% 19% 3% 6%

16 先生は、命の大切さや社会のルールについて教えてくれる。 68% 23% 0% 3% 6%

18 地いきに出ての学習や他校と交流するきかいがあり、内容も充実している。 42% 29% 19% 3% 6%

19 給食はえいようが考えられていて、おいしい。 77% 19% 3% 0% 0%

20 地しんや 火事のときはどうすればよいか、よく知らされている。 58% 32% 0% 0% 10%

21
コロナ感染症対策（こまめな手洗い・マスクをつけること・３密をさけること）など、みんなで気をつ
けながら、学校生活を送ることができている。 74% 16% 6% 0% 3%

総計 66% 21% 6% 2% 5%

〈令和３年 学校評価　じどう生徒用　アンケート〉

◎：よくあてはまる　 ○：ややあてはまる　 △：あまりあてはまらない　 ×：まったくあてはまらない　？：わからない

学
校
や
先
生
に
関
す
る
こ
と

2
（小学部）文化祭・運動会・宿はく行事などの学校行事は、楽しみである。

（中・高等部）授業以外にも学校行事（文化祭・運動会・宿はく行事など）が 充実している。
55% 29% 6% 3%

計：31名／31名（回収率100%）小学部：7名　中学部：7名　高等部：17名　一人あたり＝3.2%

10%

6%

3
（小学部）じどう会活動が さかんで 楽しい。

（中・高等部）生徒会活動が さかんで 充実している。
61% 16% 6% 6% 10%

給
食
・
安
全
に
関
す
る
こ
と

13% 3%

17
（小学部）じぶんの将来のゆめやもくひょうをもっている。

（中・高等部）自分自身の将来を考える時間がある。（キャリアパスポートを活用できている）
61% 26% 3% 3% 6%

授
業
に
関
す
る
こ
と

12
（小学部）じゅぎょうでは、実けんや物づくりなど体けん学習がたくさんある。

（中・高等部）授業では、実験や物づくりなど体験学習が充実している。
52% 23%
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